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－
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－
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1
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税
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本
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五
、
自
由
主
義
撃
沈
の
誤
謬
－
租
税
と
償
格
と
の
異
同
1
六
、
租
税
収
入
の
使
途
の
及
ぼ
す
鳥
海
T
I
⊥
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負
澹
配
分
方
法
の
影
響
－
八
、
租
税
制
限
の
原
則
！
九
、
財
政
経
済
に
こ
於
け
ろ
歴
史
的
成
分
。
四
、
詑
　
　
　
括
一
　
間
題
の
所
在
財
政
は
国
民
定
番
の
成
立
部
分
を
構
成
す
る
。
国
家
其
他
の
公
共
困
麓
の
経
酒
は
財
政
棟
を
根
接
と
し
て
六
〇
四
租
税
出
拐
守
強
制
し
得
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
其
公
共
国
躍
の
経
済
は
園
民
経
済
の
外
に
存
立
す
る
も
の
に
非
?
し
て
、
卒
ろ
図
民
経
済
の
重
要
な
る
一
部
を
構
成
す
る
。
図
家
経
済
も
私
経
済
と
等
し
く
其
の
需
要
充
・
足
手
段
を
無
限
に
有
す
る
も
の
に
非
守
し
て
限
界
巻
有
す
る
。
此
限
界
の
存
す
る
に
依
り
て
雨
経
湾
共
に
活
動
の
範
囲
に
制
限
を
受
け
る
。
只
雨
者
に
限
界
の
存
す
る
と
云
ふ
は
同
一
の
・
意
義
に
於
て
然
る
も
の
で
は
な
い
。
私
経
清
に
於
て
は
手
段
の
有
限
性
を
感
知
す
る
こ
と
は
直
接
的
で
あ
る
。
其
昂
要
は
花
渓
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
充
足
可
能
性
に
依
り
て
制
限
を
受
け
る
。
換
言
す
れ
ば
私
経
済
に
於
て
は
蛍
該
債
絡
を
支
挑
ひ
得
る
者
の
み
が
需
要
の
充
足
を
錯
し
得
る
。
て
自
動
的
に
各
昂
要
に
封
す
る
手
段
の
配
分
が
行
は
れ
、
需
要
と
其
充
足
可
能
性
は
直
接
に
相
互
的
に
作
用
す
郎
ち
債
務
機
構
に
依
り
る。
日
疋
に
反
し
公
共
園
陸
の
経
済
に
於
て
は
斯
く
の
如
、
き
自
動
的
制
限
は
存
在
せ
守
、
需
要
と
其
充
足
可
能
性
と
の
直
接
性
を
快
く
、
公
共
国
鐙
の
需
要
は
私
経
済
の
需
要
と
等
し
く
活
漠
で
あ
り
叉
膨
脹
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
其
自
由
に
底
分
し
得
る
所
の
手
段
も
皮
漠
た
る
も
の
に
し
て
、
私
経
・
演
に
於
け
る
手
段
の
有
限
な
る
に
比
す
れ
ば
不
明
確
な
る
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
俸
染
病
務
防
は
一
定
の
債
絡
を
支
排
ひ
得
る
者
の
み
に
止
ま
ら
宇
総
て
の
人
に
講
ホ
ノ
可
く
、
従
っ
て
公
共
国
強
は
私
経
済
の
支
持
カ
を
計
量
し
、
図
家
経
済
の
職
能
を
考
慮
し
て
、
子
段
の
限
界
在
意
識
的
に
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
筆
、
私
経
済
は
自
ら
獲
得
し
た
る
所
得
内
に
於
て
行
動
す
る
も
の
な
る
に
反
し
、
公
共
図
踏
の
経
済
手
段
は
殆
ん
ど
確
定
不
能
な
る
園
民
所
得
に
依
り
て
制
限
ん
ν
ル
氏
の
課
税
限
界
論
六
O
五
商
業
と
経
湾
ムハ
O
ムハ
を
受
く
る
も
の
な
る
が
故
で
あ
る
。
公
共
園
躍
が
手
段
を
調
達
す
る
に
蛍
り
で
は
直
接
に
生
産
的
活
動
を
以
て
せ
示
、
私
経
済
の
手
段
を
強
制
的
に
要
求
し
得
る
。
従
っ
て
公
共
園
陸
の
経
済
に
於
て
は
、
私
経
演
に
於
け
る
が
如
き
無
傑
件
的
意
義
に
於
け
る
限
界
を
有
せ
ざ
る
も
の
と
云
っ
て
可
い
。
国
よ
り
公
共
園
健
に
於
て
は
其
手
段
が
無
制
限
で
あ
る
と
云
ふ
の
で
は
な
い
。
只
手
段
の
有
限
性
は
直
接
に
は
私
経
演
に
於
て
の
み
現
は
る
h
も
の
に
し
て
、
公
共
国
鰹
は
私
経
済
に
於
け
る
手
段
の
有
限
性
に
依
り
て
問
・
接
に
制
限
を
受
く
る
も
の
で
あ
る。
公
共
国
間
協
は
自
ら
其
経
済
の
限
界
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
斯
く
て
手
段
の
限
界
に
関
し
て
は
個
別
経
済
に
於
て
は
簡
単
な
る
問
題
で
あ
る
が
公
共
国
際
の
経
済
に
於
て
は
複
雑
な
る
問
題
に
護
反
す
る
。
共
に
著
し
く
現
質
的
で
あ
り
、
重
要
な
る
問
題
た
る
に
拘
は
ら
宇
従
来
比
較
的
軽
視
せ
ら
れ
来
っ
た
所
で
あ
る
。
し
か
も
此
の
課
税
限
界
の
問
題
は
近
代
図
家
経
設
の
英
大
な
る
膨
脹
と
ヘ
レ
ル
氏
は
「
課
税
の
限
界
」
な
る
論
文
に
於
て
此
問
題
を
取
扱
っ
て
ゐ
る
。
(
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∞
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論
旨
詳
細
に
し
て
特
質
を
有
す
る
。
此
慮
に
之
を
分
椋
紹
介
す
る
所
以
で
あ
る
。
へ
ν
ル
氏
は
課
税
限
界
の
問
題
を
二
個
に
別
も
て
論
究
す
る
。
課
税
最
適
度
の
問
題
(
。
日
比
一
自
己
}
)
5
2
0
5
)
と
課
税
最
高
限
の
問
題
(
宮
自
E
d
B
H
)
5
2
0日
)
是
で
あ
る
。
課
税
最
適
度
の
問
題
は
図
民
経
済
の
経
済
手
段
在
私
経
済
と
財
政
経
済
と
の
間
に
如
何
に
配
分
す
可
き
や
を
定
む
る
の
問
題
で
あ
る
。
課
税
は
所
得
配
分
へ
の
干
渉
で
あ
り
、
所
得
配
分
の
一
部
過
程
で
あ
る
。
只
此
の
所
得
出
分
の
過
程
は
自
動
的
に
行
は
る
』
に
非
守
し
て
図
家
の
権
力
に
依
り
て
行
は
れ
る
。
此
底
に
財
政
経
済
上
の
問
題
が
始
ま
る
。
印
ち
私
経
湾
に
針
す
る
経
済
手
段
の
分
奥
と
公
共
団
惜
の
経
済
に
封
す
る
経
済
手
段
の
分
奥
と
の
聞
に
定
め
ら
れ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
限
界
を
何
庭
の
貼
に
設
く
可
き
か
ゾ
決
定
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
課
税
最
適
度
の
問
題
は
其
本
質
上
問
。
ロ
ロ
g
の
問
題
に
非
宇
し
て
∞
o-
g
の
問
題
で
あ
る
。
右
の
如
く
課
税
限
界
の
問
題
は
課
税
の
最
適
度
を
何
慮
の
貼
に
定
む
可
き
や
の
問
題
た
る
と
共
に
叉
同
時
に
租
税
員
捻
に
関
す
る
図
民
経
溌
の
支
持
カ
如
何
の
問
題
則
ち
課
税
最
高
限
の
問
題
を
包
含
す
る
。
課
税
最
高
限
の
問
題
に
於
て
も
命
経
済
手
段
ぞ
私
経
済
と
財
政
経
済
と
の
聞
に
配
分
す
る
の
問
題
で
あ
る
。
只
此
の
場
合
に
於
て
は
財
政
が
図
民
経
湾
に
針
し
最
大
限
の
要
求
を
匁
す
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
ゐ
る
。
課
税
最
高
限
の
要
求
は
図
家
困
窮
の
時
代
に
於
て
の
み
意
義
を
有
す
る
。
戦
時
叉
は
戦
後
に
於
て
、
殊
に
戦
勝
因
が
戦
敗
因
に
針
し
可
及
的
高
く
測
定
せ
ら
れ
た
る
賠
償
金
の
支
挽
を
課
す
る
場
合
に
於
て
斯
る
問
題
は
現
は
れ
る
。
賠
償
金
を
課
す
る
に
蛍
り
で
は
戦
勝
園
は
支
挽
の
強
制
を
受
け
た
る
戦
敗
因
の
困
窮
を
顧
慮
す
致
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
る
こ
と
を
必
要
と
し
、
戦
敗
因
の
図
民
経
済
を
保
護
す
る
こ
と
が
戦
勝
国
自
ら
の
利
盆
に
蹄
す
る
こ
と
に
忠
を
さ
れ
ば
前
述
の
如
く
課
税
最
適
度
の
問
題
と
し
て
課
税
限
界
の
問
題
は
∞
oロ
g
の
問
越
た
る
に
反
し
、
課
税
最
高
限
の
問
題
と
し
て
の
課
税
限
界
の
問
題
は
問。ロロ
σ
ロ
の
問
題
と
な
る
。
へ
V
V
氏
の
課
税
限
界
論
大
O
七
商
業
と
経
済
六
O
八
へ
レ
ル
氏
は
右
の
如
く
課
税
限
界
の
問
題
を
二
個
に
分
ち
て
観
察
す
る
。
是
従
来
の
財
政
皐
書
の
内
に
は
充
分
に
は
顧
慮
せ
ら
る
』
事
無
か
り
し
所
で
あ
る
。
課
税
の
最
高
限
一. 
課
税
限
界
の
問
題
に
含
ま
る
h
前
述
二
個
の
問
題
の
内
、
課
税
最
高
限
の
問
題
則
ち
図
家
は
其
困
窮
の
時
代
に
於
て
如
何
な
る
範
悶
に
於
て
図
民
経
湾
の
手
段
必
要
求
し
得
る
や
在
最
初
に
研
究
す
る
事
が
便
宜
で
糸
町
4
0
0
課
税
の
最
高
標
準
が
定
め
ら
る
』
時
は
課
税
最
適
度
の
問
題
則
ち
図
家
と
私
経
演
と
は
如
何
に
し
て
図
民
経
済
の
手
段
を
最
も
合
目
的
的
に
分
割
す
る
や
の
問
題
は
比
較
的
筒
躍
と
な
る
で
あ
ら
う
。
(
詰
)
課
税
故
高
限
の
問
題
日
所
謂
租
枕
給
付
詑
力
の
問
題
で
あ
ろ
。
一
図
に
於
げ
ろ
給
付
抱
力
の
同
組
は
ν
プ
ケ
の
一
苫
ふ
が
如
く
従
来
の
文
献
に
於
て
は
殆
ん
い
と
附
随
的
に
取
扱
口
ろ
、
に
過
ぶ
、
な
か
っ
士
Q
蓋
し
斯
か
ろ
図
民
経
済
的
性
質
た
有
す
ろ
困
難
な
ろ
問
題
の
取
扱
ひ
は
多
く
聴
視
ぜ
ろ
れ
来
つ
士
の
み
な
ら
ず
、
此
問
題
口
絵
か
に
今
日
に
至
リ
て
図
家
経
費
の
英
大
な
ろ
膨
脹
た
防
償
金
並
に
戦
債
問
題
に
関
聯
し
て
著
し
く
前
九
質
的
と
な
リ
し
も
の
で
あ
ろ
。
の
に
ν
プ
ケ
並
に
ジ
ル
バ
1
マ
シ
が
あ
ろ
。
即
ち
給
付
能
力
に
闘
し
て
影
響
す
ろ
事
情
と
し
て
ν
プ
ケ
は
、
経
済
外
の
要
素
と
し
て
倫
理
的
、
地
理
的
、
歴
史
的
、
文
化
的
要
素
た
拐
げ
、
経
済
的
な
る
叫
素
と
し
て
何
回
家
経
費
の
和
類
、
mw
牧
入
逓
減
法
則
の
存
在
、
間
諜
枕
方
法
在
掲
げ
て
ね
る
ゆ
っ
ぐ
・
列
。
勺
宮
山
ロ
・
担
・
0
・
ω・
8
!日〉
U
J
b
w
パ
l
マ
シ
は
向
課
税
方
法
、
問
一
一
凶
人
口
致
、
問
一
一
凶
内
に
於
℃
生
直
ぜ
ら
あ
、
商
品
の
程
類
、
の
岡
氏
所
得
問
分
方
法
、
ω同
家
経
費
の
程
類
、
円
非
経
済
的
な
あ
政
治
的
並
に
心
理
的
な
ろ
要
素
た
拐
げ
て
お
ろ
。
(
4・
問
、
ぜ
r
o
h
H
出
55三回国
g
R
E
P
E
S
-
ω
・
ωω)
特
に
一
立
与
設
げ
て
一
図
給
付
能
力
岳
論
ず
ろ
も
へ
出
・
〉
・
2
-
4
2
5
8
一
吋
虫
色
。
ロ
-
H
Z
F
n
E
O
H
M
g
h
H
H
L
何
弓
2{凶
u
H
O
ω
H
M
V
・
3
ー
ま
)
へ
レ
心
w
兵
の
所
前
は
右
の
二
者
よ
リ
も
遁
か
に
詳
細
で
あ
ろ
O
A
v
b
w
氏
の
所
論
島
紹
介
す
ろ
に
営
リ
て
右
二
者
の
所
論
は
註
に
於
て
紹
介
す
ろ
で
あ
ら
、
フ
。
課
税
の
最
高
限
を
定
む
る
こ
と
は
印
ち
園
民
生
活
の
維
持
並
に
図
民
経
済
に
於
け
る
生
産
の
維
持
に
必
要
な
る
経
済
手
段
の
最
低
標
準
如
何
を
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
此
は
私
経
済
の
最
低
生
活
費
並
に
生
・
産
の
維
持
に
必
要
な
る
資
本
の
限
界
は
確
定
し
得
べ
き
も
の
た
る
事
を
前
提
と
す
る
。
若
し
此
の
前
提
が
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
国
民
所
得
よ
り
是
等
二
個
の
大
さ
守
控
除
す
る
こ
と
に
依
り
て
一
図
民
経
涛
に
於
け
る
租
税
給
付
の
可
能
な
る
限
界
は
決
定
せ
ら
れ
得
る
こ
と
与
な
る
。
従
っ
て
図
民
生
活
維
持
費
用
並
に
生
産
に
必
要
な
る
資
本
の
限
界
如
何
を
考
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(詰〉
レ
プ
ケ
の
表
呪
方
式
島
採
れ
何
「
岡
氏
の
総
所
得
よ
け
消
費
.
再
生
産
、
並
に
蓄
積
に
取
け
て
必
要
な
ろ
額
た
控
除
す
ろ
と
き
は
課
税
の
範
国
為
生
ず
る
」
(
J
J
1
・
問
。
匂
宮
山
P
・p
・
c・
ω・
ω串
)
一、
免
税
せ
ら
る
可
き
最
低
生
活
費
の
観
念
は
財
攻
墜
に
於
て
既
に
久
し
く
論
議
せ
ら
れ
来
れ
る
所
で
あ
る
。
印
ち
課
税
限
界
の
問
題
と
し
て
に
は
非
宇
し
て
、
租
税
の
公
正
原
則
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
来
っ
た
。
従
っ
て
生
活
最
低
費
に
関
し
て
は
従
来
の
研
究
を
此
慮
に
利
用
す
る
こ
と
を
得
る
。
而
し
て
従
来
の
研
究
の
結
果
に
依
れ
ば
最
低
生
活
費
は
相
針
的
観
念
.
に
し
て
其
本
質
上
殆
ん
主
具
陸
的
に
把
捉
し
得
ざ
る
種
々
な
る
要
素
に
依
存
す
る
。
例
へ
ば
一
因
文
化
の
程
度
、
文
化
の
程
度
に
依
り
て
傑
件
付
け
ら
る
h
需
要
の
大
さ
、
道
徳
、
慣
習
、
並
に
是
へ
V
V
氏
の
課
税
限
界
論
大
O
九
商
業
と
経
済
六一
O
砂
子
に
依
り
て
限
定
せ
ら
れ
た
る
需
要
に
取
り
て
必
要
な
る
財
の
債
格
l
l
此
の
債
格
は
市
場
に
依
り
、
時
代
に
依
り
て
種
々
に
構
成
せ
ら
れ
る
|
!
と
云
ふ
が
如
き
捕
捉
困
難
な
る
諸
要
素
に
結
ば
る
』
も
の
で
あ
る
。
m凶
考
上
、
理
論
上
新
る
諸
要
素
に
結
ば
れ
た
る
最
低
生
活
費
が
存
在
す
べ
く
叉
租
税
配
分
の
問
題
を
純
理
的
に
完
成
す
る
上
に
於
て
斯
る
最
低
生
活
設
の
観
念
は
快
く
可
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
乍
然
、
資
際
に
於
て
は
此
の
観
念
は
漠
然
た
る
も
の
に
し
て
専
断
を
加
ふ
る
こ
と
無
く
し
て
は
担
保
す
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
(
註
)
最
低
生
活
費
に
於
て
殴
昧
な
ろ
事
情
と
し
て
考
へ
ら
ろ
』
は
即
ち
夫
は
同
氏
が
夫
以
下
に
は
生
活
し
生
産
す
ろ
か
初
日
ざ
あ
生
四
的
生
存
の
費
用
の
み
在
意
味
す
あ
平
、
或
は
図
氏
が
慣
れ
来
れ
ろ
文
化
的
生
活
の
最
低
探
準
在
意
味
す
zmvの
問
賦
で
あ
ろ
Q
若
し
前
者
か
立
味
す
ろ
も
の
と
す
れ
は
進
歩
的
な
あ
岡
家
に
於
ス
は
給
付
能
力
大
と
な
り
、
反
之
、
若
し
後
者
J2品
味
す
ろ
と
ぜ
町
愈
宜
(
不
陪
質
性
口
靖
大
す
ろ
。
即
人
に
依
り
時
代
ι依
リ
其
大
き
は
嬰
劫
す
あ
こ
と
、
な
4
0
0
(
ロ・
KM-
∞口
4
R
E
E
F正・同
V-E-2)
加
之
、
最
低
生
活
費
の
観
念
は
具
能
的
な
る
個
人
に
取
り
て
も
亦
所
謂
稔
績
概
念
(
ロ
2
2
5笠
間
)
と
し
て
の
み
品
川
主
我
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
何
と
な
れ
ば
人
間
生
活
に
於
て
は
時
間
の
問
題
が
重
要
な
る
役
割
を
占
む
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
目
以
低
・
坐
活
費
の
瞬
間
的
一
時
的
な
る
低
下
は
何
等
の
困
難
を
伴
ふ
も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
非
、
は
直
ち
に
・
生
活
費
の
総
続
的
低
下
巻
結
果
す
る
も
の
で
は
な
い
。
目
以
低
生
活
費
の
観
念
は
時
聞
を
考
慮
せ
.
ざ
れ
ば
生
じ
得
ざ
る
所
の
概
念
で
あ
る
。
既
に
個
人
の
日
以
低
生
活
設
の
観
念
を
把
掘
す
る
こ
と
殆
ん
か
}
不
可
能
な
り
と
す
れ
ば
一
図
民
の
最
低
生
活
設
を
決
定
す
る
こ
と
は
尚
更
困
難
で
あ
る
。
三
.
生
・
産
の
維
持
に
必
要
な
る
資
本
量
ぞ
決
定
す
る
こ
と
は
段
低
生
活
費
の
決
定
よ
り
も
倫
困
難
な
る
事
怖
が
存
す
る
。
生
産
部
門
を
異
に
す
る
に
従
ひ
資
本
需
要
額
は
区
々
で
あ
る
。
生
産
維
持
に
必
要
な
る
資
本
堂
を
計
算
す
る
に
際
し
固
定
資
本
と
流
動
資
本
と
の
割
合
、
並
に
資
本
の
廻
轄
速
度
は
各
生
産
部
門
に
於
て
考
慮
せ
ら
る
可
き
差
異
で
あ
る
叫
き
れ
ば
最
低
生
産
費
の
観
念
に
於
て
は
個
人
間
の
差
異
を
考
慮
せ
す
、
最
低
生
活
費
の
平
均
を
考
へ
得
ざ
る
に
非
ざ
る
も
、
資
本
回
一
旦
の
計
算
に
於
て
は
斯
る
卒
均
を
考
ふ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
図
民
経
済
の
総
続
の
匁
に
必
要
な
る
資
本
を
見
積
ら
ん
と
す
る
も
是
不
可
能
で
あ
る
ο
何
と
な
れ
ば
既
に
消
耗
せ
ら
れ
た
る
資
本
部
分
の
補
給
の
匁
に
必
要
な
る
資
本
量
を
計
算
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
従
っ
て
園
民
経
済
に
投
下
せ
ら
れ
た
る
資
本
宣
を
見
積
る
こ
と
は
殊
ん
ど
不
可
能
と
な
る
。
蓋
其
見
積
り
に
際
し
て
は
図
民
経
済
内
部
に
於
て
避
け
難
き
受
動
例
へ
ば
利
率
の
凶
変
化
、
債
格
の
愛
化
l
l
是
等
は
資
本
消
費
一
口
同
従
っ
て
資
本
お
安
に
影
響
あ
る
も
の
で
あ
る
ー
ー
を
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
手
、
是
等
を
酪
酌
す
る
こ
と
は
著
し
く
困
難
と
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
は
其
本
質
上
自
然
概
念
(
Z
P
Z♀
zm同
日
)
た
る
に
反
し
、
同
一
民
経
済
に
於
け
る
資
本
は
流
通
経
済
的
な
る
要
素
を
な
る
。
図
民
経
済
に
於
け
る
資
本
は
図
民
財
産
(
〈
♀
-Gぐ
R
g
u
m
g
)
図
民
財
産
包
含
し
、
債
格
の
幾
化
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
国
民
の
生
活
程
度
は
図
家
困
窮
の
時
代
に
如
何
な
る
範
囲
に
於
て
座
紡
せ
ら
れ
得
る
や
、
従
っ
て
如
何
に
此
座
紛
が
資
本
形
成
に
影
響
を
及
依
す
や
は
決
定
し
得
.
ざ
る
所
で
あ
る
。
仮
令
、
必
要
な
る
資
本
市
要
が
生
活
程
皮
よ
り
も
著
し
く
不
仲
紡
性
の
も
の
と
す
る
も
資
本
需
要
は
此
方
面
よ
り
し
て
も
解
決
困
難
な
る
若
干
の
〈
ν
w
兵
の
課
税
限
界
論
-L・
ノ、
商
業
と
経
済
』皇4・
ノ、
伸
縮
性
を
奥
へ
ら
る
』
も
の
で
あ
る
。
由
日
記
観
之
、
生
産
継
続
に
必
要
な
る
資
本
霊
の
決
定
は
一
図
民
の
長
低
生
産
費
の
決
定
よ
り
も
著
し
く
困
難
で
あ
る
事
を
理
解
し
得
る
。
四
国
民
所
得
に
於
け
る
貯
蓄
部
分
を
算
定
し
て
最
大
給
付
能
力
を
計
算
し
得
ゐ
や
、
此
の
解
決
方
法
は
一
の
重
要
な
る
貼
を
忘
却
す
る
も
の
で
あ
る
。
印
ち
最
低
生
活
廷
と
貯
蓄
部
分
と
を
控
除
し
て
其
残
像
図
民
所
得
に
針
し
課
税
す
る
と
す
れ
ば
其
計
算
の
基
礎
に
存
在
す
る
貯
蓄
部
分
は
租
税
の
負
携
以
後
に
於
て
は
事
賃
上
到
達
せ
ら
る
h
も
の
に
非
ざ
る
こ
と
に
忠
を
致
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
の
限
界
は
劃
然
と
匝
別
し
得
る
も
の
に
非
宇
し
て
、
相
互
に
流
動
的
な
る
も
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
消
費
部
分
と
貯
蓄
部
分
と
租
税
を
負
散
財
す
る
時
は
貯
蓄
部
分
は
幾
分
減
少
す
可
き
筈
で
あ
る
。
消
費
部
分
の
み
よ
り
租
税
が
負
捻
せ
ら
る
h
も
の
で
は
な
い
。
俄
令
右
の
貼
を
無
税
す
る
と
し
て
も
更
に
尚
一
の
難
貼
ぞ
存
す
る
。
印
ち
図
民
経
済
は
一
の
活
動
憾
に
し
て
課
税
に
依
り
て
動
的
な
る
作
用
を
受
く
る
も
の
で
あ
る
。
課
税
は
債
絡
並
に
図
民
経
済
の
構
造
に
影
響
を
及
一
以
す
も
の
で
あ
る
。
一
合
計
年
度
の
経
過
の
後
に
於
て
園
民
経
済
が
依
然
不
愛
で
あ
る
と
保
詮
す
る
を
得
な
O 
き
れ
ば
仮
令
一
園
民
経
湾
の
最
高
給
、
付
能
力
を
決
定
し
得
た
と
し
て
も
其
は
精
々
典
へ
ら
れ
た
る
瞬
間
に
於
て
の
み
安
蛍
な
る
に
止
ま
る
。
従
っ
て
最
高
給
付
能
力
の
測
定
は
著
し
く
不
明
確
な
る
も
の
で
あ
り
、
其
不
明
確
な
る
測
定
も
只
典
へ
ら
れ
た
る
瞬
間
に
於
て
の
み
可
能
な
る
も
の
と
云
ふ
を
得
る
。
若
し
吾
人
が
一
期
間
内
に
於
け
る
長
高
租
税
限
界
の
決
定
在
問
題
と
す
る
も
の
と
す
れ
ば
問
題
の
基
礎
に
棋
は
る
期
間
は
仲
長
的
な
る
も
の
で
あ
る
限
り
に
於
て
解
決
し
得
ざ
る
も
の
と
な
る
。
五
課
税
最
大
限
の
問
題
に
於
て
は
前
週
最
低
生
活
費
並
に
最
低
資
本
需
要
の
観
念
は
姑
く
之
を
措
き
命
二
個
の
未
決
定
な
る
要
素
に
結
ば
る
』
も
の
な
る
こ
と
在
知
る
。
其
一
は
時
間
と
関
聯
す
る
要
素
に
し
て
最
高
租
税
限
界
を
一
時
貼
に
封
し
て
決
せ
ん
と
す
る
や
、
或
は
長
期
間
に
針
し
て
決
せ
ん
と
す
る
や
を
先
づ
解
決
す
る
を
要
す
る
。
何
色
な
れ
ば
課
税
の
良
一
品
限
が
一
時
的
な
る
給
付
能
力
例
へ
ば
通
貨
安
定
叉
は
一
時
的
賠
償
金
支
捌
の
匁
に
要
求
せ
ら
る
』
租
税
能
力
を
問
題
と
す
る
場
合
と
縫
続
的
な
る
能
力
例
へ
ば
長
期
分
割
賠
償
金
支
抑
の
匁
の
給
付
能
力
を
問
題
'
と
す
る
場
合
と
は
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
郎
ち
負
携
の
最
高
限
界
は
時
的
な
る
給
付
に
於
て
は
継
続
的
給
付
に
於
け
る
よ
り
も
高
か
る
可
き
筈
で
あ
る
。
蓋
、
前
者
の
場
合
に
於
て
は
最
低
坐
活
費
並
に
図
民
経
済
の
資
本
需
要
は
後
者
に
比
し
て
低
く
評
債
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
未
決
定
な
る
要
素
の
共
二
は
給
付
能
力
の
最
高
限
界
貼
迄
要
求
し
た
る
後
、
図
民
経
済
に
針
し
て
如
何
な
る
獄
態
を
保
障
す
可
き
や
の
問
題
是
で
あ
る
。
(
註
)
一
回
の
所
得
の
創
泣
力
は
呪
欣
に
止
ま
る
ιの
で
は
な
い
。
進
歩
的
な
ろ
図
氏
は
一
人
宛
の
所
得
従
っ
て
其
合
計
が
年
と
共
に
噌
逃
す
あ
。
例
へ
ぽ
米
国
人
口
最
近
十
年
間
一
人
宛
の
所
得
毎
年
七
%
帯
加
ぜ
り
と
云
ふ
が
如
く
で
あ
ろ
。
さ
れ
ぼ
給
付
能
力
の
計
算
に
営
り
て
は
斯
く
の
如
斗
」
所
得
の
悦
習
的
宿
加
島
考
慮
に
符
れ
ね
町
な
ら
な
い
0
(
出
・
九
戸
・
2
-
4
8
5口一
F
E・日)・
2
1
8
)
図
家
緊
急
の
時
代
に
於
て
は
呪
在
ル
守
備
す
る
潟
に
将
来
た
安
的
に
見
積
る
こ
と
た
詐
さ
れ
て
給
付
能
力
の
計
算
に
際
し
所
得
帯
迭
の
考
慮
た
除
外
す
る
の
理
由
が
存
す
る
。
〈
ν
ル
氏
の
課
税
限
界
論
..r.. 
ノ、
商
業
と
け
経
涛
六
一
四
俄
り
に
課
税
の
日
属
高
限
が
園
民
経
湾
の
現
時
肌
維
持
を
保
障
す
べ
き
も
の
と
す
る
。
此
の
場
合
と
雄
、
現
在
以
上
の
租
税
賦
課
は
不
可
能
の
範
闘
に
局
す
る
も
の
と
云
ふ
を
得
な
い
。
何
と
な
れ
ば
岡
家
緊
急
の
場
合
に
於
て
は
図
家
を
救
済
し
、
叉
図
民
経
済
に
取
り
て
も
将
来
の
後
展
可
能
性
を
保
障
せ
ん
が
匁
に
図
民
生
活
程
度
の
低
下
を
犠
牲
に
し
て
負
擦
を
引
上
ぐ
る
の
己
む
な
き
に
至
る
可
く
、
叉
斯
く
す
る
こ
と
が
よ
り
小
な
る
害
惑
と
考
へ
ら
る
h
場
合
が
在
る
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
戦
争
が
一
闘
の
経
済
力
を
最
大
に
緊
張
す
る
こ
と
を
命
令
的
に
要
求
す
る
場
合
、
右
の
如
会
生
活
程
度
の
低
下
は
泣
く
可
か
ら
ざ
る
べ
く
、
而
か
も
閥
民
経
済
欣
態
岳
山
変
動
せ
し
む
る
こ
と
な
く
し
て
課
税
標
準
を
引
上
け
得
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
場
合
如
何
な
る
程
度
迄
生
活
程
度
を
引
下
け
て
課
税
標
準
を
引
上
け
得
る
や
は
決
定
し
得
る
所
で
は
な
い
。
只
縫
か
に
此
庖
に
跳
一
一
一
一
口
し
得
る
事
は
若
し
図
民
所
得
並
に
図
民
財
産
の
減
少
甚
し
く
な
る
時
は
課
税
の
長
高
限
界
を
越
え
た
る
も
の
な
る
こ
と
是
で
あ
る
。
乍
然
此
慮
迄
、
来
る
の
必
要
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
此
貼
に
至
る
以
前
に
財
攻
の
危
険
信
放
と
者
ら
れ
得
る
所
の
徴
候
|
|
例
へ
ば
徴
税
困
難
の
増
加
、
強
制
徴
牧
、
租
税
牧
入
低
下
と
云
ふ
が
如
き
ー
ー
が
現
は
る
L
か
ら
で
あ
る
。
(
詰
)
斯
く
の
如
く
へ
レ
uw
氏
は
最
高
限
に
到
達
す
ろ
以
前
に
危
険
信
按
の
後
生
す
ろ
ら
説
く
d
V
プ
ケ
も
亦
同
様
の
芯
兄
島
遇
.
へ
て
日
く
「
客
観
的
円
脱
出
限
が
到
注
ぜ
ら
ろ
、
事
法
を
以
前
に
課
税
に
封
し
て
は
主
観
的
心
理
的
な
あ
制
限
お
典
へ
ら
れ
あ
o
徴
税
機
関
口
僅
か
に
此
限
界
黙
に
至
ろ
迄
は
各
租
税
制
度
り
心
理
的
泣
徳
的
基
礎
た
侵
害
す
あ
こ
と
無
く
、
精
巧
な
ろ
岡
氏
経
済
組
椛
J
h
劫
揺
ぜ
し
む
ち
こ
と
無
く
課
税
し
得
ろ
も
の
で
あ
あ
。
而
し
て
惑
か
に
此
限
界
以
前
に
租
税
の
帯
加
並
に
引
上
が
租
税
収
入
に
於
げ
あ
同
等
な
あ
帯
加
か
資
ら
さ
ゾ
あ
こ
ー
と
が
呪
は
れ
5
0
何
と
な
れ
に
租
枕
の
噌
加
並
に
引
上
が
納
税
者
の
租
税
負
強
回
越
の
努
力
奇
数
倍
ぜ
し
む
ろ
に
王
ろ
が
故
で
あ
ろ
O
(
納
税
義
務
事
貨
の
回
越
、
股
砥
部
分
の
帯
加
、
徴
税
貨
の
噌
加
)
従
っ
て
良
業
経
済
に
於
げ
ろ
が
如
く
財
政
経
済
に
於
て
も
亦
牧
入
選
減
の
法
則
が
存
す
あ
。
」
(
J
〈
・
列
。
Z
0・
p
・p-
。・
ω・
8
)
と
u
乍
去
、
一
見
に
立
ち
入
り
て
考
ふ
ろ
に
是
等
の
危
険
信
践
は
直
接
に
良
質
の
欣
態
舟
表
示
す
ろ
も
の
と
一
宮
ふ
岳
得
な
い
。
是
等
危
険
信
携
の
去
は
ろ
、
久
し
き
以
前
に
最
高
限
岳
乗
り
越
し
士
ろ
場
合
が
考
へ
得
ろ
o
即
ち
危
険
信
拐
の
愛
生
す
ろ
迄
ι
時
間
の
経
過
た
要
し
士
ろ
も
の
で
あ
ろ
か
も
知
れ
な
い
。
従
っ
て
是
等
の
四
%
象
の
愛
生
J
h
待
つ
は
不
充
分
で
あ
る
と
一
ー
は
ね
ば
な
ら
な
ぃ
。
加
之
、
是
等
の
危
険
信
技
は
其
の
給
付
能
力
と
は
直
接
の
関
係
た
宥
す
ろ
も
の
で
は
な
い
。
例
へ
ぼ
租
税
牧
入
の
減
少
は
給
付
能
力
に
依
存
す
る
よ
り
も
寧
ろ
租
税
の
性
質
、
租
税
客
般
の
性
質
に
基
く
こ
と
が
あ
る
。
例
へ
ば
租
挽
が
主
と
し
て
者
修
枕
の
如
き
間
接
税
に
依
ち
場
合
、
収
入
の
減
小
/
は
凡
早
に
其
商
品
に
封
す
ろ
一
需
要
の
伸
縮
性
の
存
す
る
こ
と
為
設
す
る
も
の
に
L
て
一
図
給
付
能
力
の
限
界
主
示
す
も
の
で
は
な
い
。
(
同
・
〉
・
目
F
R
E
E
U
目
立
与
・
旬
。
)
七
.
さ
れ
ば
国
民
経
済
に
於
け
る
課
税
の
最
高
限
界
は
仲
縮
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
如
何
な
る
限
界
に
於
て
図
民
経
法
の
破
綻
を
生
ホ
ノ
る
や
は
理
論
上
決
定
す
る
を
得
な
い
。
何
と
な
れ
ば
其
は
図
民
の
強
靭
性
並
に
犠
牲
的
性
質
に
依
存
す
る
こ
と
大
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
此
の
事
情
は
宛
か
も
図
民
が
戦
線
に
於
て
如
何
な
る
程
度
の
犠
牲
的
行
錦
、
勇
気
を
発
揮
し
得
る
や
に
酷
似
す
る
。
・
戦
場
に
於
て
図
民
性
が
大
な
る
役
割
を
占
む
る
が
如
く
、
課
税
の
問
題
に
於
て
も
岡
民
性
は
軽
視
し
得
な
い
。
課
税
の
最
高
限
界
は
宜
な
る
経
済
問
題
た
る
に
止
ま
ら
な
い
。
経
済
の
客
観
的
事
情
の
み
な
ら
宇
、
図
民
の
精
神
力
並
に
肉
躍
力
が
考
慮
を
排
は
る
可
き
で
あ
る
。
図
民
天
賦
の
才
能
は
園
民
財
産
、
図
民
所
得
の
構
成
部
分
で
は
な
い
が
、
命
其
運
用
に
重
大
な
る
影
響
を
及
一
以
す
も
の
で
あ
の
、
従
っ
て
天
賦
の
才
能
も
亦
図
民
経
済
の
負
拾
す
る
所
の
租
税
の
最
高
限
の
何
慮
に
存
す
h
ν
h
w
氏
の
課
税
限
界
論
大
一
五
商
業
と
経
済
六
一
六
る
や
の
問
題
に
於
て
重
大
な
る
影
響
を
有
す
る
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
八
今
日
、
租
税
は
貨
常
会
課
と
し
て
現
は
る
』
も
の
な
る
が
故
に
図
民
経
済
の
流
動
力
の
程
度
予
E
正
己
s
z
q
包
)
も
給
付
能
力
に
影
響
す
る
。
国
民
経
済
の
流
動
性
少
き
に
従
っ
て
課
税
の
限
界
は
不
仲
縮
性
の
も
の
と
な
る
。
例
へ
ば
治
ん
ど
流
動
資
本
を
有
せ
ざ
る
農
業
闘
に
於
て
は
商
工
業
園
に
比
し
て
其
課
税
最
高
限
は
低
か
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
と
は
商
工
業
園
に
比
し
て
著
し
く
困
難
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
農
業
図
に
於
て
は
租
税
納
付
に
.
必
要
な
る
流
動
手
段
た
る
貨
幣
を
鷲
ら
す
こ
農
業
闘
の
図
民
経
済
は
大
館
に
於
て
仲
縮
性
少
く
遮
感
性
を
快
く
。
濁
り
生
産
一
の
み
な
ら
や
J
、
其
消
費
経
済
に
於
て
も
亦
農
業
図
は
仲
縮
性
を
快
き
、
生
活
程
度
の
引
上
又
は
引
下
を
行
ふ
こ
と
困
難
で
あ
る
。
演
に
障
害
を
奥
へ
る
こ
と
大
で
あ
り
、
過
重
な
る
租
税
負
擦
を
要
求
す
る
時
は
所
有
財
の
頁
却
を
強
制
す
る
結
従
っ
て
斯
る
図
家
に
於
て
は
租
税
負
擦
の
培
加
は
図
民
経
田
市
と
な
る
。
然
る
に
商
工
業
園
の
園
民
経
潰
に
於
て
は
、
租
税
特
嫁
過
程
の
行
は
る
h
こ
と
容
易
迅
速
に
し
て
‘
自
ら
遁
蛍
な
る
負
搭
配
分
の
行
は
る
ミ
こ
と
容
易
で
あ
る
。
(
註
)
岡
氏
経
済
の
流
動
力
程
度
と
共
に
考
慮
ぜ
ざ
ろ
可
か
ら
ざ
ろ
は
一
図
の
主
大
ろ
生
産
品
の
和
類
の
及
ぼ
す
影
響
で
あ
ろ
。
一
図
の
所
得
は
鼻
、
合
計
に
於
て
他
図
の
所
得
と
同
額
で
あ
っ
て
も
甲
闘
に
於
て
必
需
品
に
貸
さ
ろ
、
部
分
が
乙
図
に
於
げ
ろ
夫
と
比
較
し
て
大
な
り
や
小
な
リ
平
に
従
っ
て
甲
図
給
付
詑
力
は
小
又
は
大
と
な
ろ
。
例
へ
ば
甲
凶
は
其
会
所
得
に
於
て
乙
凶
に
於
げ
ろ
其
と
同
一
で
あ
ろ
と
す
ろ
Q
甲
闘
に
於
℃
は
生
活
必
需
品
の
費
用
は
乙
図
に
於
げ
ろ
よ
り
も
大
に
し
て
甲
図
民
が
者
修
品
隣
人
に
投
?
ろ
飴
剥
は
・
少
い
と
す
ろ
o
斯
か
ろ
場
合
甲
固
に
於
て
は
修
一
者
口
川
の
偵
絡
は
低
成
で
は
あ
る
が
乙
間
人
の
標
準
迄
貨
質
所
得
恥
引
上
ぐ
ち
に
非
ざ
れ
ぽ
者
修
品
ら
時
入
し
得
な
い
。
斯
か
ろ
事
情
の
下
に
於
て
は
甲
図
の
給
付
能
力
は
乙
図
に
比
し
て
小
で
あ
る
0
(
出
・
九
戸
・
∞
口
4
0
5
5
p
p
E・日
v
・
8
)
九
租
税
は
図
民
所
得
に
封
し
て
賦
課
せ
ら
る
』
も
の
に
非
す
し
て
私
経
済
に
針
し
て
課
せ
ら
る
』
も
の
な
る
こ
と
巻
恕
ふ
時
は
右
の
事
情
は
相
蛍
注
意
せ
ら
る
可
き
も
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
私
経
漉
が
租
税
負
捻
を
感
受
す
る
こ
と
可
及
的
少
き
が
如
き
租
税
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
は
岡
民
経
済
の
支
持
カ
に
良
好
な
る
影
響
を
及
隠
す
も
の
で
あ
る
。
租
税
賦
課
の
方
式
に
従
ひ
同
一
の
租
税
責
捻
も
容
易
と
な
り
叉
は
困
難
と
な
る
。
印
ち
公
正
な
る
組
税
種
類
を
沼
揮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
租
税
に
し
て
公
正
な
る
種
類
の
も
の
に
る
時
は
縛
嫁
の
過
程
が
図
民
経
済
の
支
持
カ
に
良
好
な
る
影
響
を
及
除
す
こ
と
h
な
る
。
(
註
)
さ
れ
ぼ
野
口
叫
凶
に
於
て
は
文
明
図
と
は
鼻
、
な
不
所
の
而
し
て
よ
り
牧
入
小
ノ
ミ
寸
、
租
税
制
度
品
以
て
満
足
L
な
げ
れ
町
な
ら
な
い
揚
合
が
あ
る
。
植
民
地
に
於
て
は
呪
代
的
所
得
税
た
施
行
す
る
舟
得
ず
、
保
令
其
自
の
程
度
よ
リ
す
れ
は
合
理
的
な
ろ
租
税
制
度
た
以
℃
よ
り
高
き
枚
入
た
期
待
し
得
ろ
場
合
と
雌
、
人
頭
税
、
階
級
税
ル
以
て
廿
ん
じ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
(
可
・
同
戸
sro二
-
P
・
O-ω
・
81ω
品
)
並
(
他
給
付
能
力
が
課
税
方
法
に
依
存
す
ろ
こ
と
は
皐
ぐ
ろ
に
股
が
な
い
。
例
へ
ぼ
複
税
制
度
は
草
枕
制
度
に
優
リ
、
相
続
投
並
に
所
得
の
涼
泉
課
税
口
惜
か
に
優
れ
て
貯
リ
、
総
絞
的
に
絞
没
に
徴
税
す
る
は
急
激
な
る
租
税
噌
徴
に
比
L
て
よ
り
良
き
結
果
に
導
く
等
、
き
て
は
所
得
税
が
古
さ
徴
税
制
度
に
不
可
詑
な
リ
し
累
進
税
の
採
用
島
容
認
す
る
こ
と
た
考
ふ
ろ
時
口
、
若
し
所
得
税
が
今
日
の
租
枕
制
度
に
採
用
ぜ
ら
れ
な
か
つ
士
な
ら
ぼ
給
付
能
力
は
呪
在
の
貨
際
よ
り
も
著
し
く
低
く
見
積
ら
れ
士
事
で
あ
ら
、
つ
Q
公
正
の
原
則
以
外
に
貨
際
の
必
要
が
呆
進
税
所
得
税
島
採
用
ぜ
し
む
ろ
に
至
つ
わ
ト
の
で
あ
る
。
十
同
様
に
所
得
配
分
は
図
民
経
済
の
給
付
能
力
に
著
し
き
影
響
を
及
依
す
も
の
で
あ
る
。
所
得
配
分
が
卒
〈
V
W
氏
の
課
税
限
界
論
六
一
七
商
業
と
経
沼
六
一
八
等
な
る
時
は
其
不
平
等
な
る
場
合
よ
り
も
租
税
に
封
す
る
図
民
経
済
の
支
持
カ
は
大
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
何
と
な
れ
ば
若
し
園
民
経
溌
の
進
歩
を
無
視
す
れ
ば
、
租
税
負
捻
の
引
上
は
只
図
民
生
活
程
度
の
引
下
を
基
礎
と
し
て
の
み
行
は
れ
得
る
も
の
で
あ
り
、
平
等
な
る
所
得
配
分
の
行
は
る
』
場
合
は
不
平
等
な
る
所
得
配
分
の
行
は
る
L
場
合
l
l
別
ち
図
民
の
少
数
者
が
高
き
生
活
程
度
を
保
持
し
、
多
数
者
が
低
き
生
活
程
度
を
保
持
す
る
場
合
ー
ー
に
比
し
て
生
活
程
度
の
低
下
を
完
徹
す
る
こ
と
著
し
く
容
易
な
る
が
故
で
あ
る
。
輩
、
上
流
階
級
の
給
付
能
力
よ
り
も
下
流
階
級
の
給
付
能
力
を
利
用
す
る
こ
と
大
な
る
消
費
税
の
如
き
重
要
な
る
租
税
存
在
し
、
而
し
て
生
活
程
度
の
引
下
の
行
は
る
』
場
合
は
斯
程
の
租
税
が
大
な
る
役
割
を
占
む
る
も
の
で
あ
る
。
其
賦
課
が
申
告
に
依
り
て
行
は
る
』
直
接
税
に
依
り
て
右
の
如
き
作
用
を
相
殺
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
占
A』
れ
ば
図
民
所
得
の
平
等
な
る
配
分
の
行
は
る
』
場
合
は
図
民
生
活
程
度
の
低
下
は
完
統
一
す
る
こ
と
容
易
に
し
て
、
図
民
経
湾
の
支
持
カ
を
よ
り
良
く
利
用
し
得
る
こ
と
h
な
る
。
(
註
)
へ
ν
ゎ
N
氏
の
所
論
の
如
く
所
得
町
分
の
平
等
は
給
付
詑
力
島
常
大
す
ろ
所
以
れ
ろ
事
岳
考
へ
得
ろ
と
共
に
、
他
方
に
於
て
或
制
限
内
に
於
て
は
却
っ
て
所
得
問
分
の
不
平
等
が
給
付
詑
力
島
大
な
ら
し
む
ろ
事
情
と
し
て
考
へ
得
ぁ
。
例
へ
ば
若
し
或
一
人
が
一
年
部
千
岡
島
所
得
し
、
ニ
十
人
が
一
年
一
人
に
付
百
固
た
所
得
す
ろ
も
の
と
寸
，
れ
ば
前
者
の
給
付
能
力
は
後
者
則
ち
二
十
人
の
給
付
柁
力
の
合
計
よ
り
も
大
で
あ
ろ
。
若
し
四
千
回
が
平
等
に
廿
一
人
の
上
に
配
分
ぜ
ら
ろ
L
と
す
れ
ぼ
其
給
付
能
力
の
合
計
は
減
少
す
ろ
で
あ
ら
、
フ
。
此
の
理
由
口
利
用
逓
減
の
法
則
に
従
っ
て
生
ナ
ろ
O
R者
に
依
リ
て
享
鑓
ぜ
ら
ろ
』
飴
剃
は
貧
乏
な
ち
図
民
の
飴
羽
の
合
計
よ
り
も
大
で
あ
り
、
従
っ
て
給
付
龍
力
大
と
な
る
斯
く
て
所
得
不
平
等
に
四
分
ぜ
ら
ろ
、
図
家
は
夫
が
平
等
に
四
分
ぜ
ら
お
、
同
家
に
比
し
て
給
付
能
力
大
な
ろ
事
情
が
考
へ
ら
れ
ろ
0
(
出・〉・
自
-
2
5
p
p
F
E・日以・
8
1
8
)
同
よ
リ
不
平
等
な
ろ
所
得
問
分
が
大
な
る
拾
付
能
力
白
供
す
れ
伐
と
て
直
ち
に
所
得
問
分
の
不
平
等
在
可
な
包
リ
と
一
古
ふ
り
で
は
な
い
。
分
配
の
改
菩
が
一
因
給
付
能
力
の
減
少
在
結
呆
す
る
も
、
敢
て
必
ず
し
も
其
が
一
図
不
安
の
原
因
と
な
ろ
も
の
で
は
な
、。
'u-
以
上
は
給
付
能
力
の
決
定
要
素
に
閲
す
る
へ
レ
ル
氏
の
所
論
冶
述
べ
、
レ
プ
ナ
、
並
に
シ
ル
バ
ー
マ
ン
雨
氏
の
所
訟
を
補
註
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
以
て
同
問
題
が
依
り
に
多
義
的
に
し
て
容
易
に
解
決
す
る
能
は
ざ
る
も
の
な
る
を
知
り
得
る
の
で
あ
ら
う
。
(
詰
)
へ
ν
u
v
氏
・
は
次
に
遮
ぶ
ろ
が
如
く
租
税
の
円
以
遮
度
が
租
税
収
入
の
使
誌
に
依
存
寸
ろ
た
説
く
も
図
家
経
費
の
程
類
如
何
が
一
因
給
付
能
力
日
及
ぼ
す
拶
饗
に
闘
し
て
は
説
く
所
、
か
な
い
。
経
費
不
生
底
的
に
し
て
純
然
士
ろ
図
民
経
済
上
の
損
失
と
な
お
や
、
或
は
再
生
産
的
に
し
て
一
図
の
租
税
力
が
其
に
依
リ
て
少
く
共
呪
朕
J
命
保
持
す
ろ
や
、
又
は
上
昇
す
ろ
平
、
或
は
間
半
に
所
得
の
韓
位
た
意
味
す
ろ
に
過
ぷ
L
C
ろ
の
「
は
重
要
で
あ
る
ο
此
貼
に
闘
す
ろ
ν
プ
ケ
の
所
論
は
詳
細
で
あ
ろ
o
此
庭
に
レ
プ
ケ
に
従
ひ
、
主
な
る
経
費
に
付
、
其
作
用
か
述
べ
平
う
0
(
5
1
・
H
W
J
r
…
ロ
-
P
・
O
・
ω・
ω
再
1
ω
O
)
ィ
、
内
伎
の
支
持
‘
図
内
に
於
げ
ろ
公
債
利
子
の
支
排
並
に
公
債
償
還
は
図
民
所
得
の
消
費
に
も
非
ナ
、
叉
帯
加
に
も
非
ず
し
て
車
に
所
得
の
時
位
に
渇
れ
ず
な
い
。
甲
則
ち
納
税
者
の
財
議
よ
け
所
得
心
一
部
が
取
去
ら
れ
て
乙
則
ち
国
家
に
封
す
ろ
債
権
者
の
財
襲
に
流
動
す
ろ
も
の
で
あ
ろ
。
此
揚
合
納
税
者
と
債
権
者
と
は
屡
々
同
一
人
穴
ろ
事
が
あ
る
o
若
し
此
の
高
眼
的
な
ろ
所
得
轄
位
の
過
程
が
場
合
に
依
り
て
担
、
き
債
値
史
失
在
来
さ
、
日
ろ
限
り
、
給
付
能
力
は
此
過
程
に
依
り
何
等
の
愛
化
た
受
げ
な
い
。
此
貼
に
於
て
最
も
危
険
な
ろ
師
時
的
推
論
よ
り
免
か
ろ
、
事
は
最
も
重
姿
で
あ
る
。
即
ち
内
債
償
還
の
経
詩
的
作
用
と
公
債
の
使
用
が
鷲
ら
寸
所
の
作
用
と
牛
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
泊
費
的
目
的
の
局
の
公
債
は
仮
令
貨
倣
山
口
貨
幣
と
し
て
は
同
よ
り
減
失
ぜ
ず
し
て
、
濁
活
戟
時
公
佐
官
停
の
設
け
大
ろ
標
誌
に
一
エ
へ
ろ
が
如
く
「
岡
内
に
止
リ
」
(乙
E
F
h
E庁
Z
O日E
E
)
戦
時
御
川
商
人
、
労
働
者
並
ι新
公
的
仕
組
て
再
び
凶
ハ
ホ
に
繰
越
し
流
入
し
得
ろ
と
し
て
も
‘
悶
民
経
済
的
に
は
何
〈
V
W
氏
の
課
枕
限
界
論
六
一
九
商
業
と
経
済
六
ニ
O
物
に
依
り
て
も
隠
覆
ぜ
ら
れ
ざ
ろ
損
害
で
あ
ろ
。
図
氏
経
済
に
於
げ
ろ
永
久
運
動
(
P
G
O
Zロ
自
由
岳
山
{
ぬ
)
の
概
念
は
物
理
皐
に
於
げ
る
が
如
く
成
立
ぜ
ざ
ろ
が
故
に
、
恨
冷
戦
時
中
貨
悠
が
図
内
に
止
ま
る
と
し
て
も
此
貨
幣
の
闘
す
お
祉
合
的
生
庄
は
戦
争
の
椴
棋
と
共
に
益
々
消
滅
し
従
っ
て
図
家
の
租
税
力
と
労
働
力
と
は
織
続
的
に
低
下
す
る
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
勿
論
租
就
が
再
生
底
的
目
的
に
使
用
ぜ
ら
あ
』
時
は
事
情
か
具
に
す
5
0
口
、
官
吏
の
俸
給
、
此
揚
合
も
立
(
根
本
に
於
て
右
の
結
論
と
同
一
な
ろ
偽
附
的
結
論
に
陪
ろ
。
何
と
な
れ
ぽ
此
相
場
合
も
皮
相
的
に
制
偶
然
す
る
人
口
官
吏
へ
の
支
抑
に
際
し
、
経
済
よ
り
租
税
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
れ
ろ
貨
悠
高
は
官
吏
が
其
俸
給
た
消
費
す
ろ
事
に
依
り
て
再
び
経
済
に
師
ろ
と
主
援
す
る
o
乍
然
此
場
合
も
亦
官
吏
同
盟
の
維
持
の
潟
に
は
社
合
的
生
産
守
夫
主
要
求
す
ろ
こ
と
』
な
り
、
従
っ
て
他
の
人
々
の
要
求
部
分
与
減
少
し
、
加
之
、
多
く
の
入
品
本
来
の
生
産
よ
り
奪
ふ
も
の
な
ろ
事
た
認
識
す
ろ
潟
に
は
貨
幣
な
ろ
袈
ひ
舟
撤
去
す
ろ
存
要
す
る
。
此
の
「
図
内
に
止
ろ
」
な
あ
貨
幣
の
読
滞
日
誌
日
再
ぴ
呉
り
に
あ
栴
成
に
於
て
遭
遇
す
あ
所
で
あ
あ
が
、
財
政
と
共
に
古
く
常
に
新
な
ろ
表
呪
方
訟
に
於
て
見
ろ
も
の
で
あ
ろ
。
是
に
闘
し
ア
ν
キ
サ
シ
グ
I
、
ρ
ミ
ル
ト
シ
に
遡
ろ
盗
人
の
挿
話
奇
想
起
す
ろ
が
可
い
。
即
ち
商
人
の
銭
箱
た
強
奪
L
士
ろ
盗
人
が
捕
へ
ら
れ
穴
ろ
時
鮮
明
し
て
日
く
「
商
人
口
不
平
島
一
宮
ふ
の
理
由
は
な
い
。
何
と
な
れ
ぽ
手
は
れ
大
ろ
貸
借
は
商
品
の
史
民
に
依
り
て
再
ぴ
彼
に
蹄
ろ
か
ら
で
あ
ろ
」
と
。
h
戸
、
岡
防
資
.
是
は
純
然
れ
ろ
損
失
の
性
質
た
有
す
ち
経
費
に
民
す
ろ
h
v
故
に
此
経
質
の
合
計
主
同
氏
の
租
税
力
口
減
少
す
ろ
も
の
で
あ
ろ
o
支
出
ぜ
る
件
以
鍛
は
再
ぴ
経
済
に
役
立
つ
も
の
で
あ
あ
と
の
鈴
り
に
有
-
名
な
ろ
議
論
は
既
越
す
あ
所
に
依
り
て
吾
入
浴
常
惑
ぜ
し
め
符
な
い
で
あ
ら
、
フ
。
ニ
、
外
債
・
十
九
姉
、
内
債
と
は
具
に
し
て
此
揚
合
口
早
に
祉
合
的
生
産
の
一
部
の
特
位
士
ろ
に
止
ま
ら
ず
、
祉
合
的
生
産
の
終
局
的
減
少
た
来
さ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ぽ
外
図
に
支
排
は
ろ
』
所
の
利
子
並
に
償
還
金
は
回
よ
り
結
局
に
於
て
商
品
た
以
て
文
掠
は
れ
、
立
(
商
品
は
本
図
々
民
経
済
存
離
ろ
』
も
の
な
ろ
が
故
で
あ
ろ
。
従
っ
て
斯
程
の
経
費
は
右
の
最
後
に
謹
ぺ
士
る
も
の
に
注
似
す
る
。
外
債
文
排
(
賠
償
金
文
排
)
の
持
の
経
費
は
諮
洋
陣
建
誌
の
錆
の
経
費
と
等
し
く
回
復
し
難
告
岡
氏
所
得
の
損
失
か
意
味
し
翼
活
に
文
排
は
れ
士
ろ
租
税
は
償
ひ
た
得
る
の
見
込
な
き
支
持
た
意
味
す
あ
o
精
密
に
一
宮
へ
ば
世
界
の
社
合
的
生
産
に
着
目
す
れ
ぼ
外
債
支
持
の
潟
の
経
費
も
亦
時
位
在
意
味
す
ろ
事
在
考
へ
ね
医
な
ら
な
い
。
乍
然
、
夫
は
負
債
図
に
取
り
て
は
殆
ん
E
慰
務
士
る
も
の
で
は
な
い
。
課
税
の
最
過
度
一、
既
に
課
税
の
最
高
限
の
問
題
を
著
し
く
複
雑
多
岐
な
る
問
題
と
し
て
認
識
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
も
の
と
す
れ
ば
課
税
円
以
遁
度
の
問
題
が
よ
り
以
上
に
複
雑
難
解
で
あ
る
事
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。
何
と
な
れ
ば
此
の
場
合
に
於
て
経
済
手
段
、
を
私
経
済
と
財
攻
経
済
と
に
配
分
す
る
こ
と
は
困
民
経
済
の
日
以
緊
張
の
下
に
行
は
る
可
き
に
非
歩
し
て
経
済
手
段
を
最
も
合
目
的
的
に
使
用
す
る
方
法
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
図
民
経
済
は
私
経
涜
並
に
公
共
国
健
の
経
減
闘
を
包
括
す
る
。
而
し
て
経
済
は
各
種
の
生
活
目
的
の
鍔
に
経
済
手
段
を
遁
山
町
田
に
配
分
す
る
こ
と
に
存
し
、
而
し
て
個
人
需
要
と
共
同
需
要
と
は
相
封
立
す
る
も
の
な
る
が
故
に
課
税
目
以
遁
度
の
問
題
は
経
済
手
段
を
如
何
に
し
て
合
目
的
的
に
個
人
情
要
と
共
同
需
要
と
に
配
分
す
べ
き
や
・
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
問
題
を
斯
く
観
察
す
る
時
は
問
題
の
重
要
貼
が
個
人
需
要
と
共
同
情
要
と
の
正
し
き
評
伎
に
存
す
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
此
の
評
債
が
経
済
手
段
の
如
何
な
る
部
分
が
財
玖
経
済
に
要
求
せ
ら
れ
、
如
何
な
る
部
分
を
個
別
経
済
の
手
中
に
存
せ
し
む
可
き
か
に
封
し
て
探
準
と
な
る
も
の
な
る
が
故
で
あ
る
。
〈
v
h
w
氏
の
課
税
限
界
論
』皇~
ノ、
商
業
と
経
済
...L. 
ノ、
(
詰
)
へ
ν
h
w
氏
は
此
昆
に
課
税
の
間
設
貼
鳥
羽
仙
経
掠
の
飴
羽
利
符
に
置
く
所
の
ホ
プ
ソ
シ
の
所
説
た
非
難
す
あ
O
ホ
プ
ソ
ン
は
日
く
「
飴
羽
が
小
な
ろ
場
合
而
し
て
大
般
に
が
、
て
鈴
剃
が
各
生
法
要
素
の
必
要
(
ロ
ゆ
え
る
に
従
っ
て
割
営
て
ら
ろ
土
場
合
は
同
家
は
例
人
並
に
祉
合
の
琵
誌
の
潟
に
飴
剃
の
使
用
た
調
和
す
あ
こ
と
た
心
懸
げ
て
其
諜
枕
推
力
の
使
用
品
絞
和
す
ろ
で
あ
ら
う
。
乍
然
‘
大
な
ろ
除
剰
が
或
ろ
嬰
京
の
経
済
力
日
吸
収
ぜ
ら
れ
、
共
給
品
企
(
謀
議
の
能
率
が
其
除
制
ι依
リ
℃
助
力
在
感
(
げ
る
よ
リ
も
山
中
ろ
妨
害
た
受
げ
る
が
如
き
劫
台
に
於
℃
は
国
家
は
浪
投
ぜ
ら
ろ
、
鈴
剃
た
吸
収
す
ろ
抑
制
度
に
苛
酷
に
立
(
課
税
椛
力
恥
用
ひ
ろ
で
あ
ら
、
フ
O
(同
・
〉
・
出
C
ヴ
mop
吋
}
H
O
E
E聞
け
円
一
己
苧
m
g
p
5
3・匂・
と
Q
へ
v
h
w
氏
は
課
税
故
泊
反
の
問
題
の
決
定
に
が
、
℃
日
鈴
判
利
件
な
ろ
小
な
ろ
凡
地
に
止
ま
る
、
、
と
な
く
、
経
凶
手
段
ι到
す
あ
個
ωぬ
酔
)
入
信
契
共
同
一
詩
史
な
ろ
見
地
よ
リ
立
論
す
可
し
と
主
民
す
ろ
o
ア
ン
ド
V
1
も
亦
へ
ν
如
何
兵
の
所
・
説
と
は
兵
に
し
て
課
税
在
生
庄
の
凡
地
よ
リ
立
論
し
れ
ト
Q
同
氏
経
済
の
生
産
の
増
加
、
給
付
能
力
の
哨
迭
の
特
例
の
課
税
も
課
税
故
泊
皮
の
決
定
に
取
リ
て
一
社
し
く
弔
問
4
嬰
で
あ
ろ
。
乍
然
.
私
経
済
と
凶
家
経
済
と
に
手
段
か
町
分
す
ろ
こ
と
は
生
産
の
見
地
よ
リ
の
み
観
察
ぜ
ら
ろ
可
、
す
も
の
で
は
な
く
、
個
人
需
要
と
共
同
需
嬰
と
の
悶
係
た
主
と
し
て
翻
然
ぜ
ら
ろ
可
、
き
も
の
で
あ
ろ
0
(
ア
シ
ド
ν
1
の
所
前
に
就
、
今
、
て
は
「
商
業
と
続
出
」
第
十
五
年
第
二
世
拙
稿
紹
介
季
限
)
私
人
経
済
に
於
て
は
各
種
の
需
要
に
封
す
る
手
段
の
配
分
は
自
動
的
に
強
制
無
く
し
て
行
は
る
』
所
で
あ
る
が
、
図
民
経
潰
に
於
て
は
手
段
を
私
経
済
と
図
家
経
済
と
に
配
分
す
る
こ
と
は
強
制
無
く
し
て
は
行
は
る
与
も
の
で
は
な
い
。
租
税
給
付
そ
個
人
の
自
由
な
る
見
積
に
委
ぬ
る
こ
と
は
財
政
経
済
の
維
持
の
匁
に
不
可
能
で
あ
る
。
ワ
ヰ
ツ
ク
ゼ
ル
は
租
税
承
認
の
自
由
意
思
並
に
租
税
賦
課
に
封
す
る
同
意
の
中
に
租
税
負
拾
の
最
遁
皮
を
保
障
す
る
手
段
守
護
見
せ
り
と
鍔
す
も
の
で
あ
る
。
思
ふ
に
ク
ヰ
ツ
ク
ゼ
ル
は
図
家
の
給
付
と
経
史
文
排
の
先
に
必
要
な
る
租
税
と
の
間
に
関
聯
在
認
め
、
図
家
牧
支
の
仲
給
性
や
失
は
し
め
、
結
局
租
税
と
手
数
料
と
を
混
同
す
る
の
結
果
に
陥
る
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
彼
に
従
へ
ば
租
視
の
退
歩
に
腕
す
る
。
(
註
)
へ
v
h
F
氏
の
引
用
ぜ
る
ウ
ヰ
Y
グ
せ
か
の
主
長
島
此
に
何
へ
ぼ
即
ち
日
く
「
若
し
租
税
配
分
は
常
に
白
由
意
思
の
原
則
に
基
く
も
の
と
す
れ
同
今
日
忍
的
方
法
に
於
て
の
み
成
功
し
得
ろ
多
く
の
活
到
は
図
家
の
活
動
に
併
合
ぜ
ら
ろ
可
し
と
J
蓋
然
性
大
な
ろ
が
如
く
で
あ
る
。
多
く
の
甚
だ
宥
設
な
ろ
図
家
施
設
の
E
M
H
施
に
封
す
ろ
深
酷
な
る
反
封
も
、
各
自
並
に
議
官
に
於
げ
ろ
同
意
見
の
代
表
者
が
既
に
表
明
ぜ
ろ
以
上
に
は
決
し
て
其
経
費
の
分
拾
た
受
げ
さ
る
も
の
な
る
、
、
と
ら
各
人
が
知
ろ
時
口
消
滅
す
ろ
も
の
で
あ
ろ
Q
余
の
自
由
立
町
山
並
に
租
枕
同
訟
の
原
則
と
郁
ぜ
ん
と
欲
す
ろ
も
の
?
釘
際
上
の
完
成
の
病
に
は
経
費
は
其
支
排
の
知
の
手
段
が
同
時
に
決
定
ぜ
ら
れ
ざ
ろ
限
り
は
百
一
対
決
ぜ
ら
れ
ざ
ろ
も
の
な
あ
事
J
必
要
求
す
ろ
。
新
枕
に
依
リ
其
手
段
J
的
資
ら
さ
ん
と
欲
す
ろ
と
或
は
既
存
の
租
枕
の
期
待
ぜ
ら
れ
士
ろ
柑
額
J
h
命
ぜ
ん
と
欲
す
ろ
と
は
之
島
問
は
な
い
。
此
の
過
程
は
官
っ
て
立
憲
凶
家
に
が
、
て
は
一
般
に
行
は
れ
土
ろ
所
で
あ
ろ
が
呪
今
の
玲
竹
井
一
経
済
ι於
て
は
次
第
に
行
は
れ
ざ
ろ
に
至
つ
士
。
蓋
し
、
主
と
し
て
人
口
の
致
、
並
に
其
討
裕
程
度
の
前
大
に
基
く
間
接
枕
の
抑
制
続
的
指
加
則
ち
関
税
並
に
消
費
税
の
帯
加
在
来
ぜ
る
が
故
で
あ
る
。
新
し
き
経
費
が
決
定
ぜ
ら
ろ
、
時
は
必
要
な
ろ
手
段
は
是
等
に
依
リ
て
多
く
既
に
存
在
す
ろ
も
の
で
あ
ろ
」
(
同
-
J
ヨ
品
目
。
]
ご
出
口
P
E
P
S尽
に
お
z
q
E
2
2の
]
H
E
m
s
-
H
∞。・∞・
HHU)
と。
租
税
限
界
の
最
遁
度
を
決
定
せ
ん
と
欲
せ
ば
租
税
負
拾
の
確
定
に
際
し
て
は
課
税
を
受
く
る
者
の
協
力
を
快
く
を
得
ざ
る
は
勿
論
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
然
ら
?
と
す
れ
ば
印
ち
公
共
園
陸
の
組
織
は
個
人
需
要
を
犠
牲
に
し
て
共
同
箭
安
を
依
り
に
重
要
視
す
る
の
危
険
を
冒
す
こ
と
h
な
る
。
議
合
図
に
於
け
る
共
同
需
要
の
決
定
従
っ
て
課
税
限
界
の
決
定
は
課
税
を
受
く
る
者
の
協
賛
の
下
に
行
は
れ
、
其
決
定
に
依
り
て
私
経
済
は
影
…
告
を
受
く
る
も
の
で
あ
る
。
乍
然
、
共
同
需
要
は
多
方
面
な
る
の
み
な
ら
宇
、
図
民
の
経
法
服
態
並
に
政
治
的
見
解
は
多
種
な
る
が
故
に
議
合
制
度
の
存
在
も
課
税
が
資
際
上
位
遁
皮
の
要
求
に
合
致
す
る
と
の
保
設
を
提
供
へ
v
u
w
氏
の
課
税
限
界
論
』皇a
ノ、
商
業
と
経
済
六
二
四
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
個
人
が
自
己
の
所
得
を
消
費
す
る
の
方
法
は
各
自
の
趣
味
噌
好
に
従
ひ
て
種
々
に
行
は
る
h
と
等
し
く
経
済
手
段
を
個
人
と
公
共
園
般
と
の
聞
に
配
分
す
る
割
合
も
図
民
の
哀
性
に
依
り
て
影
響
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。
印
ち
図
民
一
般
が
需
要
の
共
同
的
充
足
の
方
法
在
歓
迎
す
る
や
否
や
、
如
何
な
る
程
度
に
於
て
歓
迎
す
る
や
に
従
っ
て
経
済
手
段
配
分
の
割
合
は
程
々
と
な
る
。
個
人
主
義
的
な
る
図
民
は
図
家
主
義
的
な
る
図
民
に
比
し
て
、
租
税
の
小
額
な
ら
ん
事
を
欲
す
る
。
園
民
の
精
神
的
傾
向
、
政
治
の
方
向
は
租
税
限
界
の
問
題
に
著
し
き
影
響
を
及
除
す
も
の
で
あ
る
。
図
家
の
徳
力
大
な
る
や
否
や
、
図
家
が
好
戦
的
な
り
や
否
や
、
歯
家
が
大
な
る
範
囲
に
於
て
枇
舎
攻
策
を
行
ふ
や
、
或
は
然
ら
や
J
し
て
個
人
の
創
意
に
委
ね
ら
る
h
事
大
な
り
や
等
総
て
是
等
は
租
税
限
界
の
問
題
に
決
定
的
な
る
影
響
・
申
告
及
除
し
て
ゐ
る
。
此
の
複
雑
牲
が
印
ち
経
済
手
段
を
公
共
図
附
胞
に
割
蛍
つ
る
こ
と
は
私
経
済
内
に
於
け
る
手
段
の
割
蛍
の
如
く
一
義
的
に
決
定
せ
ら
れ
ざ
る
理
由
で
あ
る
。
査
、
納
税
者
は
多
数
な
る
が
放
に
個
人
の
活
動
と
図
家
の
活
動
と
に
職
能
を
分
携
せ
し
む
る
こ
と
に
封
す
る
見
解
は
大
に
異
な
る
も
の
あ
る
が
故
で
あ
る
。
き
れ
ば
園
民
経
済
は
統
一
あ
る
も
の
と
し
て
把
握
す
可
き
も
の
な
る
に
せ
よ
、
此
の
統
一
性
は
私
経
済
の
濁
立
性
と
多
様
性
と
に
依
り
て
著
し
く
侵
害
せ
ら
れ
、
私
経
済
内
に
於
け
る
が
如
く
強
固
な
る
も
の
で
は
な
い
。
私
経
済
の
相
卦
的
溺
立
性
よ
り
し
て
公
共
閤
健
の
徴
税
官
腐
と
納
税
者
と
の
間
に
針
立
守
生
ぜ
ざ
る
を
得
な
Q 
此
の
封
立
が
私
経
済
と
財
政
経
済
と
の
聞
に
最
適
度
に
手
段
を
配
分
す
る
こ
と
に
封
す
る
障
害
と
な
る
の
で
あ
る
。上
述
の
根
燦
よ
り
し
て
財
政
経
済
に
特
有
な
る
強
制
力
守
用
ひ
て
課
税
最
遁
度
の
構
成
を
考
へ
得
る
、
や
?
・
忠
ふ
に
租
税
は
よ
り
高
き
目
標
の
鍔
に
経
済
力
を
徴
愛
す
る
も
の
で
あ
る
。
租
税
は
図
民
生
活
費
の
徴
牧
四
手
段
と
し
て
図
民
経
消
に
関
聯
を
有
す
る
。
此
貼
に
於
て
租
税
は
資
本
形
成
と
近
似
す
る
。
雨
者
は
共
に
図
民
経
済
の
後
展
の
傍
に
私
経
済
よ
り
手
段
を
獲
得
す
る
ο
従
っ
て
雨
者
は
共
に
私
人
の
生
計
の
引
下
け
を
結
来
す
る
。
只
、
資
本
形
成
は
生
産
者
、
資
本
主
の
銭
に
所
得
配
分
に
影
響
を
及
依
す
も
の
な
る
に
、
反
之
、
租
税
は
共
同
需
要
充
足
の
鍔
に
所
得
に
影
響
を
及
除
す
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
雨
者
は
共
に
枇
曾
生
活
の
土
井
の
震
に
所
得
配
分
に
干
沙
す
る
も
の
と
云
ふ
を
得
る
。
只
資
本
形
成
は
間
接
な
る
干
渉
た
る
に
租
税
は
直
接
な
る
干
沙
た
る
の
差
異
が
存
す
る
。
社
合
的
見
地
よ
り
し
て
強
制
的
た
る
事
も
雨
者
に
共
通
で
あ
る
。
資
本
形
成
と
雄
、
個
人
的
見
地
よ
り
し
て
見
ゆ
る
が
如
く
、
然
か
く
自
由
意
思
的
な
る
も
の
で
は
な
い
。
労
働
者
は
資
本
形
成
の
銭
に
低
き
生
活
程
度
を
偽
儀
な
く
せ
ら
れ
、
此
の
偽
儀
な
く
せ
ら
る
h
の
事
賓
が
止
む
時
は
資
本
形
成
は
行
は
れ
難
く
な
る
で
あ
ら
、
フ
O
さ
見
れ
ば
資
本
形
成
も
枇
命
日
的
強
制
に
依
め
て
促
進
せ
ら
れ
る
。
、
あ
り
租
税
に
於
て
は
よ
り
直
接
的
で
あ
る
。
只
資
本
形
成
に
於
て
は
其
強
制
は
間
接
的
で
へ
v
b
w
氏
り
課
税
限
界
論
大
二
五
商
業
?
と
経
諮
占ハ一一大
各
個
人
に
取
り
て
の
最
善
は
牡
舎
の
最
善
と
同
意
義
で
は
な
い
。
祉
舎
の
最
善
は
強
制
無
く
し
て
資
現
さ
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
。
き
れ
ば
租
税
給
付
の
最
小
限
を
以
て
直
ち
に
課
税
の
最
適
度
な
り
と
す
る
自
由
主
義
思
汲
の
見
解
は
、
全
く
訣
れ
る
も
の
で
あ
る
。
図
家
は
其
構
成
員
を
よ
り
高
き
需
要
充
足
の
勃
に
引
上
ぐ
る
職
能
を
有
す
る
。
五
.
b
h
 
J
H』
の
職
能
は
個
人
の
大
部
分
は
全
く
感
知
す
る
こ
と
無
き
、
共
同
需
要
の
充
足
の
方
向
に
強
制
を
加
ふ
る
事
に
依
り
て
果
さ
れ
る
。
き
れ
ば
課
税
の
最
小
限
は
全
く
個
人
的
な
る
見
地
よ
り
の
み
し
て
課
税
の
最
適
度
と
認
め
、
田
県
の
課
稜
の
最
適
度
は
透
か
に
よ
り
高
き
位
置
に
置
か
る
可
き
も
の
で
あ
る
。
ら
れ
得
る
ο
更
に
最
小
限
度
の
租
税
負
擦
を
理
想
と
す
る
考
方
は
租
税
の
本
質
を
明
か
に
し
な
い
。
租
税
は
私
経
済
の
所
有
す
る
手
段
の
削
減
で
あ
り
、
個
別
経
済
が
全
鰹
の
傍
に
供
す
る
犠
牲
で
あ
る
。
此
の
犠
牲
は
私
経
済
が
流
活
経
済
に
於
け
る
需
要
充
足
並
に
郡
山
利
行
震
に
際
し
て
他
人
の
給
付
を
要
求
す
る
鍔
に
提
供
せ
ざ
る
可
か
ら
ぎ
る
債
格
に
近
似
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
租
税
は
図
家
給
付
に
封
す
る
債
格
で
は
な
い
。
査
、
租
税
は
市
場
に
生
ぜ
ざ
る
も
の
に
し
て
、
債
格
の
法
則
に
従
っ
て
構
成
せ
ら
る
h
も
の
に
非
ざ
る
が
放
で
あ
る
。
租
税
は
秩
序
あ
る
図
家
に
住
居
し
活
動
せ
ん
が
儒
に
共
同
需
要
の
多
様
性
と
手
段
の
稀
少
性
と
の
故
に
供
せ
ざ
る
可
か
ら
若
し
租
税
が
債
格
に
非
宇
し
て
犠
牲
と
し
て
感
ぜ
ら
る
L
所
と
す
れ
ば
其
特
質
は
通
常
ざ
る
犠
牲
で
あ
る
。
設
か
る
h
が
如
く
、
仰
公
共
図
鰹
の
供
す
る
給
付
は
私
経
済
の
供
す
る
租
税
給
付
と
直
接
に
関
聯
す
る
も
の
に
非
ぎ
る
こ
と
、
切
共
同
情
市
立
は
個
人
濡
要
の
如
く
個
人
の
直
接
に
感
宇
る
・
需
要
に
非
ぎ
る
こ
と
、
同
租
税
は
強
制
給
付
な
る
こ
と
、
是
等
三
者
に
蹄
す
る
。
乍
然
、
共
同
需
要
充
足
な
る
重
要
な
る
給
付
が
租
税
給
付
に
封
立
し
て
存
在
す
る
の
事
賢
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
租
税
給
付
に
針
立
す
る
此
の
給
付
が
課
税
の
程
度
が
正
蛍
な
り
や
の
問
題
則
ち
経
済
手
段
を
国
家
と
私
経
済
と
の
聞
に
最
遁
皮
に
配
分
す
る
の
問
題
に
針
し
て
決
定
的
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
租
税
目
以
遁
皮
の
決
定
は
租
税
牧
入
の
使
会
に
依
存
す
る
こ
と
大
で
あ
る
。
租
税
は
私
経
済
の
手
段
を
徴
牧
し
、
以
て
其
の
手
段
を
枇
合
目
的
の
銭
に
最
終
的
に
使
用
す
る
を
目
標
と
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
考
ふ
る
時
は
此
の
事
貫
は
明
白
で
あ
る
o
租
税
牧
入
の
使
途
は
租
税
負
搭
の
支
持
カ
並
に
租
税
最
適
度
の
構
成
に
闘
す
る
決
定
的
な
る
要
素
の
一
で
あ
る
。
同
じ
高
さ
の
租
税
負
捻
も
如
何
な
る
方
法
に
て
其
租
税
牧
入
が
使
用
せ
ら
る
h
ゃ
に
従
っ
て
頁
捨
が
容
易
叉
は
困
難
と
な
る
。
き
れ
ば
課
税
程
度
の
批
判
に
蛍
り
で
は
租
税
の
み
を
観
察
す
べ
き
で
は
な
い
。
・
租
税
に
封
し
て
も
亦
給
付
が
卦
立
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
図
民
所
得
と
租
税
負
擦
と
を
墜
に
封
照
し
、
或
は
租
税
の
一
人
宛
負
携
す
同
を
比
較
し
て
も
租
税
負
搭
に
封
す
る
決
定
的
な
る
批
判
を
行
ふ
を
得
な
い
。
或
は
財
攻
経
湾
が
図
民
所
得
に
針
し
て
要
求
し
得
る
百
分
比
を
護
見
せ
ん
と
欲
す
る
が
如
き
は
品
川
な
る
企
で
あ
る
。
図
民
所
得
大
な
れ
ば
課
税
可
能
性
の
増
大
す
る
こ
と
勿
論
で
あ
る
が
、
租
税
程
皮
の
正
蛍
な
り
や
否
ゃ
を
者
ん
と
欲
せ
ば
組
税
使
途
の
如
何
は
大
に
顧
慮
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
h
v
w
兵
の
課
税
限
界
諭
六
二
七
商
業
と
経
済
六
二
入
七
.
租
税
牧
入
の
使
用
方
法
と
共
に
課
税
最
適
度
に
決
定
的
な
る
関
係
を
有
す
る
事
項
が
存
す
る
。
租
税
負
捻
配
分
の
問
題
が
是
で
あ
る
。
若
し
租
税
を
以
て
共
同
一
需
要
の
鍔
に
図
民
所
得
の
一
部
を
取
去
る
も
の
と
す
れ
ば
図
民
所
得
と
租
税
部
分
と
を
封
比
す
る
こ
と
に
依
り
て
も
亦
租
税
負
擦
の
大
き
は
批
判
せ
ら
る
』
も
の
で
あ
る
。
乍
然
、
租
税
は
常
に
私
経
済
に
封
す
る
要
求
で
あ
る
。
従
っ
て
同
額
の
租
税
負
捻
も
遁
営
な
る
方
法
を
以
て
配
分
せ
ら
る
h
時
は
負
搭
・
容
易
と
な
り
、
非
目
的
的
な
る
方
法
に
て
配
分
せ
ら
る
』
時
は
負
謄
困
難
と
な
る
。
斯
く
し
て
租
税
種
類
の
港
探
も
亦
組
税
負
携
可
能
性
に
重
大
な
る
影
響
を
及
依
す
こ
と
』
な
る
。
八
、
以
上
の
如
く
課
税
最
適
度
の
決
定
に
影
響
を
及
除
す
事
情
は
殆
ん
ど
無
限
な
る
程
多
数
に
上
る
。
其
事
情
と
し
て
入
り
来
る
要
素
を
総
て
完
全
に
集
合
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
か
る
可
く
、
従
っ
て
課
税
長
適
度
の
決
定
は
可
能
な
り
や
の
問
題
は
之
を
否
定
す
る
に
傾
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
き
れ
ば
以
上
の
諸
事
項
を
考
慮
し
て
、
財
攻
需
要
じ
卦
し
て
均
衡
を
見
出
し
得
る
な
ら
ば
租
税
の
長
遁
皮
の
織
成
に
接
近
す
る
こ
と
』
な
る
べ
く
、
之
を
以
て
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
L
な
る
。
攻
墜
に
於
て
は
租
税
制
限
の
原
則
(
P古
江
HL2
∞Z
5
H
Z
mの
げ
円
山
口
r
g
m
)
に
於
て
把
握
す
る
。
此
nリ此
はの
形均
式 衡
的は
に財
は
印
ち
需
要
充
足
経
済
と
し
て
の
財
攻
経
潰
が
経
費
の
支
排
に
必
要
な
る
課
税
の
程
度
を
越
ゆ
可
か
ら
今
、
総
て
の
儀
剰
は
財
政
経
済
に
於
て
は
拒
否
す
べ
き
も
の
な
る
こ
と
を
意
味
し
、
資
質
的
に
は
印
ち
一
図
の
課
税
が
図
民
所
得
の
過
大
な
る
部
分
を
要
求
せ
ざ
る
や
の
問
題
の
批
判
に
付
重
大
な
る
助
カ
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る。
此
の
原
則
は
図
民
生
活
費
並
に
生
産
力
委
遠
の
維
持
と
関
聯
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
軍
な
る
最
低
生
活
費
並
に
生
産
力
の
現
時
肌
維
持
に
必
要
な
る
資
本
l
l
是
等
は
銃
惑
の
如
く
課
税
段
高
限
の
問
題
の
解
決
を
助
く
る
ー
ー
を
以
て
満
足
せ
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
国
民
経
済
の
裳
展
を
放
棄
す
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
黙
に
満
足
す
る
こ
と
は
園
民
生
活
の
上
昇
並
に
、
課
税
最
適
度
の
構
成
の
匁
に
は
よ
り
多
く
を
要
求
す
る
。
印
ち
課
税
が
生
活
程
度
の
漸
唯
一
的
な
る
上
井
と
前
進
的
な
る
資
本
形
成
と
を
許
容
す
る
場
合
に
於
て
の
み
課
課
税
が
此
の
限
界
に
保
持
せ
ら
る
』
な
ら
ば
一
拍
利
の
崎
市
選
と
共
に
租
税
牧
入
の
増
加
が
保
障
せ
ら
れ
、
個
人
需
要
と
共
同
誌
要
と
の
関
係
が
自
動
的
に
規
制
せ
ら
る
税
の
最
遁
皮
が
構
成
せ
ら
る
』
も
の
と
云
ふ
を
得
る
。
h
事
と
な
る
。
何
と
な
れ
ば
個
人
需
要
の
充
足
が
増
加
す
る
に
従
ひ
、
共
同
需
要
の
前
進
的
充
足
に
必
要
な
る
租
税
手
段
も
亦
増
加
す
る
か
ー
ら
で
あ
る
。
担
税
制
限
の
原
則
が
遁
蛍
に
顧
慮
せ
ら
れ
居
る
や
否
や
は
課
税
最
適
度
の
問
題
に
取
り
て
重
要
な
る
意
義
在
有
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
乍
然
、
其
は
只
課
税
が
詐
さ
れ
た
る
程
度
を
越
え
ざ
る
事
を
立
越
す
る
に
止
ま
る
。
質
際
に
於
て
課
税
の
日
以
遁
皮
の
行
は
る
』
や
否
や
は
公
共
固
鐙
の
牧
支
1
1
1
其
は
租
税
牧
入
の
使
用
方
法
を
顧
慮
し
て
ー
ー
と
図
民
の
生
活
程
度
並
に
管
利
活
動
を
深
く
針
閉
山
し
て
の
み
可
な
り
近
似
的
に
決
定
せ
ら
れ
得
る
所
で
あ
る
。
九
.
此
に
一
言
附
斗
一
一
日
す
べ
き
は
財
玖
経
療
に
於
て
も
隠
史
的
要
素
は
者
過
し
得
ざ
る
こ
と
是
で
あ
る
。
歴
史
〈
v
b
w
氏
の
課
税
限
切
介
前
ム
ハ
二
九
商
業
と
経
済
六
三
O
的
要
素
は
図
民
に
依
り
て
生
活
の
要
求
を
具
に
せ
し
め
、
従
っ
て
図
兵
を
し
て
各
々
特
有
な
る
租
税
最
遁
皮
を
有
せ
し
め
る
。
私
人
の
活
動
と
公
共
園
憶
の
活
動
と
の
間
の
職
務
配
分
に
於
て
も
歴
史
的
根
燦
よ
h
り
し
て
図
に
依
り
差
異
の
存
す
る
を
見
る
。
此
の
職
務
配
分
が
濁
逸
と
英
図
と
に
於
て
具
に
せ
る
を
見
る
は
、
其
は
主
と
し
て
財
政
経
演
の
歴
史
的
成
分
よ
り
し
て
説
明
せ
ら
る
可
き
も
の
で
あ
る
。
四
線、
括-
以
上
は
へ
レ
ル
氏
の
課
税
限
界
論
を
紹
介
せ
る
も
の
で
あ
る
。
氏
の
研
究
の
結
果
を
総
括
す
れ
ば
課
税
限
界
の
問
題
が
一
義
的
に
非
ぎ
る
事
を
知
る
。
租
税
負
搭
が
日
以
一
品
限
迄
上
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
緊
急
の
朕
態
な
り
や
、
経
済
手
段
を
私
経
済
と
財
玖
経
湾
と
に
長
遁
皮
に
配
分
せ
ん
と
す
る
努
力
の
行
は
れ
得
る
通
常
の
朕
悠
な
り
や
に
従
っ
て
租
税
限
界
が
二
個
の
問
題
と
な
る
ο
何
と
な
れ
ば
課
税
の
最
高
限
は
園
民
の
最
大
給
付
能
力
を
要
求
す
る
時
間
に
依
存
し
、
更
に
叉
園
民
の
生
計
並
に
生
産
の
資
本
需
要
に
封
し
如
何
な
る
考
慮
を
抑
ふ
可
き
ゃ
に
課
税
の
最
高
限
も
亦
一
義
的
で
は
な
い
。
依
ー
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
日
石
等
の
要
素
と
共
に
図
民
性
、
心
理
的
な
る
要
素
も
亦
園
民
経
湾
の
負
捻
能
力
に
影
響
す
る
。
課
税
の
長
遁
皮
の
賢
施
は
更
に
困
難
で
あ
る
。
其
決
定
に
影
響
在
及
除
す
事
情
は
無
数
で
あ
る
。
従
っ
て
'
租
税
制
限
の
原
則
を
以
て
助
け
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
の
原
則
を
正
し
く
貫
施
す
る
に
蛍
り
で
は
図
民
一
拍
利
の
培
唯
一
が
財
政
経
済
の
護
展
の
助
力
と
な
る
。
私
経
済
と
財
攻
経
済
の
封
立
は
此
に
於
て
緩
和
せ
ら
れ
課
税
の
正
し
き
大
さ
の
義
見
は
治
容
易
と
な
る
。
以
上
の
所
論
よ
り
し
て
租
税
限
界
の
決
定
に
際
し
て
如
何
・
に
し
て
統
計
が
役
立
つ
や
を
知
る
を
得
る
。
ち
皐
に
図
民
所
得
と
租
税
負
擦
と
そ
封
閉
山
す
る
こ
と
に
依
り
で
は
、
課
税
限
界
の
問
題
は
決
定
し
得
る
も
の
で (!i1 
は
な
い
。
租
税
責
措
の
一
人
宛
割
蛍
額
を
計
算
す
る
も
課
税
の
限
界
を
明
か
に
し
得
な
い
。
租
税
負
擦
の
批
判
に
蛍
り
で
は
岡
宮
・
と
租
税
負
捲
と
の
表
徴
と
認
め
得
る
所
の
庚
汎
な
る
材
料
並
に
各
種
の
租
税
の
消
費
、
生
産
に
及
一
ほ
す
作
用
に
関
す
る
詳
細
な
る
計
算
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
時
に
租
税
手
段
の
使
用
.
務
算
の
支
出
方
面
を
も
精
細
に
観
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
疋
等
総
て
は
著
し
く
強
度
に
統
計
を
観
察
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
(
昭
和
十
年
七
月
稿
了
)
A
V
W
氏
の
課
税
限
界
論
』主‘
ノ、
